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福岡県、建設業のＤＸ推進に本格着手 

「診断ツール」公開や経営者研修会で伴走支援 

福岡県は８日、深刻な人手不足や若手社員の定着難に直面する建設業界の業務効率化と

働き方改革を後押しするため、「建設業ＤＸ推進」の取り組みを開始すると発表した。県が

企業とともに歩むパートナーとして伴走支援を行い、魅力ある建設業の実現を目指す。 

 取り組みの第一弾として、企業が自社の課題を把握しＤＸ導入のきっかけづくりとなる

「建設業ＤＸ診断ツール」を専用ウェブサイト（https://fk-kensetsudx.jp/）で公開。同ツ

ールは土木工事に携わる建設事業者を対象としており、ＩＣＴ施工や工事情報共有システ

ム（ＡＳＰ）、遠隔臨場、分業体制などに関する 8つの質問に答えることで、自社のＤＸ進

捗状況を無料で簡単に診断できる。 

 また、労働環境改善やＤＸ活用のノウハウを共有する「経営者研修会」を県内２カ所で

開催する。研修では、県による土木工事のＩＣＴ入門講座や中小企業診断士による人材確

保・離職防止策の解説、建設ディレクターの紹介、各種助成制度の案内などが予定されて

いる。 

【経営者研修会の概要】対象は福岡県内で土木工事に携わる建設業者。◎日時・場所・

申込先：①９月１４日（月）１３：００〜１７：００、場所：田川文化センター 小ホール

（田川市平松町３－３６）、申込締切：９月１０日まで。申込窓口：（一社）福岡県土木組

合連合会田川支部（ＴＥＬ：０９４７－４４－１４４５）。②９月２５日（金）１３：００

〜１７：００、場所：福岡県自治会館２０１・２０２会議室（福岡市博多区千代４－１－

２７）、申込締切：９月１６日まで。申込窓口：（一社）福岡県土木組合連合会朝倉支部（Ｔ

ＥＬ：０９４６－２２－３１４７）。 

主催は、福岡県建設産業雇用改善プロジェクト推進協議会。県は今後、現場での実践的

なＩＣＴ施工体験会などの開催も予定しており、建設現場のデジタル化を幅広く支援して

いく方針だ。 


